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  （百万円未満切捨て）

１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 21,411 5.6 774 △25.6 777 △23.9 472 △22.4 

30年３月期第２四半期 20,277 2.6 1,041 △0.9 1,020 △3.3 609 0.3 
 
（注）包括利益 31年３月期第２四半期 543 百万円 （△14.5％）   30年３月期第２四半期 635 百万円 （0.3％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

31年３月期第２四半期 43.92 － 

30年３月期第２四半期 56.59 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

31年３月期第２四半期 39,210 16,891 42.9 

30年３月期 39,384 16,477 41.7 
 
（参考）自己資本 31年３月期第２四半期 16,836 百万円   30年３月期 16,427 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

30年３月期 － 12.00 － 12.00 24.00 

31年３月期 － 12.00       

31年３月期（予想）     － 12.00 24.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 42,500 3.8 1,620 △11.6 1,600 △11.7 930 △12.8 86.41 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

(注)詳細につきましては、四半期決算短信(添付資料)７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関す

る注記事項（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

(注)詳細につきましては、四半期決算短信(添付資料)７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関す

る注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年３月期２Ｑ 11,654,360 株 30年３月期 11,654,360 株 

②  期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 891,444 株 30年３月期 891,444 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 10,762,916 株 30年３月期２Ｑ 10,762,956 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。業績予想に関する事項については、四半期決算短信

（添付資料）２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（金額の表示単位の変更について） 

 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりましたが、第１四半期連結

会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位をもって記載することに変更しております。 

 



○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… ２

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… ３

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… ３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… ５

四半期連結損益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ５

四半期連結包括利益計算書  

第２四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… ７

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ７

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動） ……………………………………………………… ７

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… ７

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… ７

 

- 1 -

カンダホールディングス㈱（9059）
平成31年３月期　第２四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用状況が緩やかに回復しているものの、米国の

経済政策等の動向や一部地域における地政学的リスク等により、景気の先行きは引き続き不透明な状況で推移して

おります。

 物流業界におきましては、取扱量の減少が継続し、ドライバー等人手不足の影響や燃料価格上昇など、取り巻く

経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

 このような状況の中、当社グループは、国内部門においては、主力業務であります物流センター業務代行、流通

加工業務に注力し新規顧客の獲得に向け努力してまいりました。また、引き続き全ての不採算の営業所等を黒字化

すべく「業績改善運動」に全社的に取り組んでまいりました。平成30年４月には、通販業者様の物流センター業務

の受託増加を受け株式会社ロジメックを設立いたしました。

 国際部門においては、株式会社ペガサスグローバルエクスプレスとニュースターライン株式会社を核として業務

拡大に努めてまいりました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、引き続き国内部門、国際部門共に堅調に業務受託し、営業収

益は214億11百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。利益面では、平成30年３月に竣工した加須豊野台物

流センターの立ち上げ・近隣拠点再編に伴う費用等が膨らんだこと、全事業用車両へのドライブレコーダー設置、

燃料費の増加等により、営業利益は７億74百万円（前年同四半期比25.6％減）、経常利益は７億77百万円（前年同

四半期比23.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億72百万円（前年同四半期比22.4％減）となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、131億56百万円（前連結会計年度末は135億83百万円）

となり、４億26百万円減少しました。現金及び預金の増加24百万円、受取手形及び営業未収金の増加２億85百万

円、受託現金の減少４億39百万円、リース投資資産の減少１億25百万円、その他に含めて表示している未収消費税

等の減少１億83百万円が主な要因です。

（固定資産）

 当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、260億53百万円（前連結会計年度末は258億１百万円）

となり、２億52百万円増加しました。その他に含めて表示している新本社ビル建設に係る建設仮勘定の増加４億15

百万円、投資有価証券の増加95百万円、建物及び構築物（純額）の減少２億52百万円が主な要因です。

（流動負債）

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、128億70百万円（前連結会計年度末は122億32百万円）

となり、６億37百万円増加しました。短期借入金（一年内返済予定長期借入金含む）の増加11億22百万円、賞与引

当金の増加54百万円、支払手形及び営業未払金の減少１億３百万円、預り金の減少４億32百万円が主な要因です。

（固定負債）

 当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、94億48百万円（前連結会計年度末は106億74百万円）

となり、12億26百万円減少しました。長期借入金の減少10億87百万円、リース債務の減少１億94百万円が主な要因

です。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、168億91百万円（前連結会計年度末は164億77百万円）と

なり、４億13百万円増加しました。利益剰余金の増加３億43百万円、その他有価証券評価差額金の増加60百万円が

主な要因です。

 この結果、自己資本比率は1.2ポイント上昇し、42.9％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期連結累計期間の業績予想につきましては、平成30年10月31日に公表しました「第２四半期連結業績予想と実

績との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、様々な不確定

要素や今後の業況等により、実際の業績とは異なる場合があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,244 3,269 

受託現金 3,094 2,654 

受取手形及び営業未収金 4,963 5,248 

たな卸資産 68 67 

リース投資資産 1,579 1,453 

その他 644 470 

貸倒引当金 △12 △8 

流動資産合計 13,583 13,156 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,005 8,752 

土地 10,052 10,053 

その他（純額） 2,902 3,267 

有形固定資産合計 21,960 22,074 

無形固定資産 966 937 

投資その他の資産 2,873 3,041 

固定資産合計 25,801 26,053 

資産合計 39,384 39,210 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 3,019 2,915 

短期借入金 3,303 4,425 

未払法人税等 324 305 

預り金 3,213 2,780 

賞与引当金 238 292 

その他 2,134 2,149 

流動負債合計 12,232 12,870 

固定負債    

長期借入金 6,387 5,300 

リース債務 1,784 1,589 

役員退職慰労引当金 260 274 

退職給付に係る負債 839 856 

資産除去債務 35 35 

その他 1,367 1,391 

固定負債合計 10,674 9,448 

負債合計 22,906 22,318 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,772 1,772 

資本剰余金 1,629 1,629 

利益剰余金 12,978 13,322 

自己株式 △330 △330 

株主資本合計 16,050 16,393 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 393 453 

為替換算調整勘定 △8 △4 

退職給付に係る調整累計額 △7 △6 

その他の包括利益累計額合計 377 443 

非支配株主持分 50 54 

純資産合計 16,477 16,891 

負債純資産合計 39,384 39,210 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業収益 20,277 21,411 

営業原価 18,256 19,556 

営業総利益 2,021 1,854 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 163 171 

給料及び手当 249 279 

賞与引当金繰入額 26 38 

退職給付費用 10 11 

役員退職慰労引当金繰入額 14 14 

その他 514 564 

販売費及び一般管理費合計 979 1,079 

営業利益 1,041 774 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 19 21 

その他 24 48 

営業外収益合計 46 70 

営業外費用    

支払利息 48 48 

保育園運営費用 10 15 

為替差損 3 3 

その他 3 1 

営業外費用合計 66 67 

経常利益 1,020 777 

特別利益    

固定資産売却益 7 7 

助成金収入 12 48 

リース解約益 1 － 

特別利益合計 20 56 

特別損失    

固定資産除売却損 0 3 

リース解約損 0 0 

特別損失合計 0 3 

税金等調整前四半期純利益 1,041 830 

法人税等 431 357 

四半期純利益 609 472 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 609 472 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 609 472 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 33 60 

為替換算調整勘定 △8 8 

退職給付に係る調整額 1 1 

その他の包括利益合計 26 70 

四半期包括利益 635 543 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 638 538 

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

なお、下記の新規連結子会社は、企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第10項に規定する特定子会社に該当い

たしません。

 

（連結の範囲の変更）

平成30年４月２日に設立した子会社である株式会社ロジメックを連結の範囲に含めております。

 

（連結子会社の四半期決算日等に関する事項）

連結子会社のうち、Pegasus Global Express（Thailand）Co.,Ltd.及びPT.Pegasus Global Express Indonesiaの

第２四半期決算日は６月30日であります。当該四半期決算日の四半期財務諸表を用いて四半期連結財務諸表を作成し

ております。ただし、四半期連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っておりま

す。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示

しております。
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